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第１章　BS/CSの全てが映らない

　　　図1　受信システムの概略図

それでは仮に上の図のような受信システム

でBS/CSの電波を測ってみましょう。

ここではマスプロ電工のテレビチェッカー



LCV4Aで測ってみましょう。

表１BSのチャンネル配列が2025年7月現在





上の表の様になりBS1～BS15までは正常に出力が
出ますがBS19~BS23は正常な出力が出ません。ど
うしてBSよしもとが見えないか。

図2ブロックコンバーター出力の周波数重なりイメージ



第2章　CSブロックコンバーター
とは何か
CSブロックコンバーターとは、2005年頃まで広く使われてい
た装置で、BSとCSの信号を家庭のテレビで受信できるように
周波数を変換して分配する役割を担っていました。特に「ス
カパー！」と呼ばれていたCS放送を受信する際に、BSと混
在しないように工夫された仕組みです。

2005年以前の受信方式

当時は、BS信号を約1350MHz付近まで、CS信号（スカパー
！）を約1895MHz付近まで変換し、それぞれが重ならないよ
うに分けて出力していました。この方式では問題なくBS・CS
の両方を受信できました。

2005年以降の変化

ところが2005年以降、CS110度（現在のCS放送）が新しく始
まりました。これらは2150MHz付近まで利用するため、従来
のCSブロックコンバーター方式と一部の周波数が重なってし
まいました。つまり、古いコンバーターを使い続けると、CS
110度の一部チャンネルや新しく拡張されたBS放送と干渉が
起きるようになったのです。



2012年のBS拡張

さらに2012年にはBSのチャンネルが拡張され、1500MHz付
近まで使うようになりました。これにより、従来のCSブロッ
クコンバーター方式ではBSの新しいチャンネル（例：BSよし
もと）と周波数がぶつかり、映らなくなるトラブルが発生し
ます。

まとめ古いCSブロックコンバーターをそのまま使用してい

る場合、BS拡張チャンネルが受信できない

CS110度の一部にも影響が出る

という問題が避けられません。BSやCSが映らない原因の一つ
が、この「旧式のCSブロックコンバーター」にあるのです。
【周波数帯のイメージ】

950MHz 　　　　　　　　　　　　　　　　　2150MHz

│ BS帯 │ CSブロック │ BS拡張帯 │ 110度CS

│ (従来) │ コンバータ │ (新規追加) 　│ (主流)

　 │ 出力信号 CSブロックコンバーターが占有
そのため、BS拡張チャンネル・110度CSチャンネルが流せな
い




